
どんな時も「住民が主人公」を
胸に刻み奮闘を誓いあう

（大阪衛都連第84回定期大会）

　大阪衛都連（大阪衛星都市職員労働組合連合会）
は、10月９日に大阪市内で第84回定期大会を開催しま
した。
　冒頭、荒田執行委員長が代表挨拶し、大阪自治労連
の有田執行委員長が来賓挨拶を行いました。中島書記
長が、経過報告・運動方針を提案しました。春闘・夏
季闘争の経過を振り返り、コロナ禍での各単組の前進
した回答を確認しました。人勧や定年引き上げ等の状
況にふれ、秋季年末闘争方針・要求案等を提案しまし

た。藤木書記次長が決算報告と予算を提案、竹島会計
監査が報告を行い、討論に移りました。
　討論では13人が発言しました。自治体で進行してい
る民営化・非正規化・独法化に対するたたかい、権利
侵害での裁判・労働委員会・公平委員会のたたかい、
長時間労働の中で人員採用の取り組み、市長選挙の取
り組み等についての貴重な発言ばかりでした。志鎌書
記次長が規約改正等と特別執行委員の選出を提案し、
全議案を満場一致で可決しました。役員選挙結果を報
告しました。
　当面する秋季年末闘争、総選挙に全力で奮闘するこ
とを誓いあう場となりました。
　執行委員長に荒田功さん（東大阪市職労）、書記長
に坂田俊之さん（吹田市職労）を選出しました。
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お届けします

セット共済の「個人還元金」と「サポートＵ40」セット共済の「個人還元金」と「サポートＵ40」
アンダーフォーティ

※ 加入対象期間は、2020年６月～
2021年５月となります。

　サポートＵ40は、40歳以
下の加入者に対し、セット
型と加入月数分に応じて掛
金をプレゼントする制度で
す。
　昨年と同様、個人還元金
と同時期にお届けいたしま
す。

若い方の掛金負担を
減らす制度です

「
サ
ポ
ー
ト 

Ｕ
40
」　　

アンダー

（円）

セット型 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｃ1 Ｃ2 Ｃ3 Ｃ4 K1 K2 K3

掛金金額 11,360 10,230 8,970 7,930 6,810 5,670 4,490 3,260 2,160 1,070 3,140 2,720 1,980 1,770 1,560 2,690 1,620 890 640 510 1,000 1,830

還 元 額 15,140 13,670 12,180 10,590 9,120 7,420 6,130 4,800 3,120 1,580 4,900 4,140 3,010 2,630 2,260 4,060 2,460 1,370 850 770 1,700 2,550

2021年「セット共済」型別個人還元額一覧（対象期間2020.6～2021.5）

　セット共済は、払った掛金の７
割を入院や通院等の給付と加入者
への還元にあて、残りの３割は、
大規模災害等の積立金と事務所費
等の経費（１割未満）にあてるこ
とを基本に運営しています。
　年１回の決算の結果、剰余金が
出た場合、割戻金として加入者に
還元されます。

　今年度は、還元総額約１億3373
万円を加入者に還元することが決
まりました。
　高い民間保険料を払っている
方、「セット共済」加入で負担を
抑えて、着実に貯蓄に回しましょ
う。そして、来年はあなたも還元
金をお受け取り下さい。

※ 還元対象期間に144,000円を超える
共済給付金を受けた加入者は個人還
元の支給対象となりません。※対象期間の１年間、同じセット型に加入した場合の還元額です。※対象期間は2020年６月～2021年５月
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